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PRESS RELEASE 
 
 報道関係各位 

                             2020年 5月 28日 
 
 

LINEを利用した遠隔診療で難病患者のオンライン受診が 10倍に 
～新型コロナ流行を受け、患者負担の少ない仕組み拡大～ 

      
国際医療福祉大学三田病院 肺高血圧症センター(東京都港区 代表医師：田村 雄一、以

下「肺高血圧症センター」)は、厚生労働省が発表した「新型コロナウイルス感染症の拡大
に際しての電話や情報通信機器を用いた診療等の時限的・特例的な取扱いについて」を受け、
通院リスクの高い難病患者のオンライン診療の充実および拡大を「LINE」などの標準的な
コミュニケーションアプリのビデオ通話機能を積極的に用いて行っておりますので、お知
らせいたします。 
 
難病患者さんの中には、新型コロナウイルス感染に際してのリスクの高い方がたくさん

いらっしゃいます。このため、肺高血圧症センターでは、外出による感染や院内感染のリス
クなどを抑えつつも、専門的な診療・治療を適切に継続でき、患者さんが安心して療養生活
を送れる環境を提供できる方法を模索してきました。 
 

■ 肺高血圧症センターでの遠隔診療サービス提供の取り組み 

肺高血圧症センターでは 2016年よりNAPTEC(NAnbyoPatients TElehealth Care)という
遠隔診療サービスを提供し、肺高血圧症を中心とする全国の難病患者さんに、インターネッ
トを利用した専門医診療を提供してまいりました。 
 
昨今の新型コロナウイルス感染症の流行を受け、このたび LINE などの汎用的なコミュ

ニケーションツールを用いたオンラインによる診療としてインターネット遠隔診療の間口
を拡げるように試みたところ、2020 年３月の実施以降は、それ以前と比較して月次平均で
およそ 10 倍の 32．5名の患者さんがオンラインによる診療を受けることができるようにな
りました。 
『特定のアプリをインストールする方法がわからない』、『慣れたもの以外は使用したくな
い』など、スマートフォンを使用する上での患者さんの不安と、離れた場所にいる患者さん
に対してシステムを使用できるようにセットアップするのが難しい医療現場の事情を踏ま
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え、汎用的なツールのもつ特徴を活かした形ですぐに主治医と繋がることができるという
安心感と治療の継続性を提供しております。 
患者さんからも使い慣れたツールによるビデオ通話でコミュニケーションを図ることで、

普段に近い感覚で診療・治療を継続できるため、安心して療養生活を送ることができている
とご好評いただいております。 
  

■ 肺高血圧症について 

肺高血圧症（肺動脈性肺高血圧症・慢性肺血栓塞栓性肺高血圧症）は厚生労働省指定の特
定疾患（指定難病）に認定されています。肺高血圧症になると全身に血液（酸素）を必要な
だけ送れなくなり、全身の機能が低下します。近年の新しい治療薬や治療法の開発により体
を動かす時の息苦しさが改善するなど、専門医のもとで適切な治療を受けることにより患
者さんの自覚症状や治療成績が向上してきていました。一方で、適切な治療を提供できる専
門医の不足が課題ともなっています。 
 
より多くの患者さんがアクセスしやすいオンライン診療の方法を提供することは、新型

コロナウイルス感染のリスクを下げるとともに、専門医の診療を受けることができる患者
さんを増やせると意義を感じております。 
 
新型コロナウイルス感染症の流行に伴う外出自粛等により行動が制限される中、医療現

場においては様々な問題に直面し、難病診療においても従来通りの診療・治療継続において
困難な点が数多く出ておりますが、肺高血圧症センターでは少しでも多くの方が健康に暮
らせるよう、患者さん本位のシステムを準備して質の高い診療を引き続き提供することを
目指してまいります。 
 



3 
 

 
肺高血圧症センターにおける LINE を用いたオンライン診療の様子 
(注：患者さんの同意をいただいたうえで掲載)  
 

■本件に関するお問い合わせ先 

国際医療福祉大学三田病院 肺高血圧症センター(担当：板家・下村) 
〒108-8329 東京都港区三田１-4-3 
メールアドレス：itaya.mitaph@gmail.com 
電話：03-3451-8175 
FAX：03-5539-4383 
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